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日本の国際競争力の低下について言
及する際、日本のGDP世界ランキ
ングが中国と逆転する可能性を示唆
するものが多い。果たして、中国よ
りも上位にい続けていれば国際競争

金融の低迷は、
金融だけの問題ではない

大崎	 先生は大蔵省の銀行局長時

代に不良債権問題に取り組まれた

というご経歴から、今は早稲田大

学で金融制度を研究されておられ

ます。不良債権問題が解決したと

いわれてもう随分になりますが、

日本の金融機関はいまひとつ、ぴ

りっとしないという見方もありま

す。少なくとも世界に冠たるとは

見られていない。それは何が問題

だとお考えか、というあたりから

伺っていきたいと思います。

西村	 よく金融関係者は、今おっ

しゃったような問題を指摘します。

　私は、金融というのは１つの側面

であって、日本の金融の状況は、結

局、日本経済の状況を反映している

にすぎないと思っています。

　「失われた10年」とか「15年」

というのは、決して金融だけの問題

じゃなくて、経済そのものの問題だ

と思います。ですから、金融の関係

者が、「おれたちがふがいなかった

から、こんなことになっちゃったの

かな」なんて思い過ぎないほうがい

いと思います。

大崎	 そうすると、日本経済が行き

当たった問題は、先生からご覧にな

ると、どんな問題だったと言えるん

でしょうか。

西村	 日本の経済だけじゃなくて、

日本という国の在り方の問題になる

と思います。

　幕末から明治にかけて、欧米から

の圧力がかかって、脱亜入欧路線に

向かいました。相当無理をしたけれ

ども、「アジア的停滞」からの脱出

には大成功しました。それが戦後の

高度成長期の歴史を作りました。

　80年代、１人当たりGDPが欧米

に追いつき追い越したというのは、

入欧路線の終点に来たということ

だったのだと思います。終点に来た

のだけれども、もともと自分のやり

方ではないから、そこから先、どう

したらいいのかわからない。

大崎	 お手本がなくなっちゃった

ら、実は大したことはなかったとい

う、そんな感じですかね。

西村	 どうしたらいいかわからな

くなってしまったところに、人口

のピークがきてしまった。20世紀

の間に日本の人口は３倍になった

わけだけれども、その原動力が下

り坂に差しかかったのが、1995

年、生産年齢人口のピークだった

わけです。

　もうちょっと前に脱亜入欧路線か

ら自分たちのやり方みたいなものを

考えておかなければいけなかったん

だけれども、あまりにうまく行って

いたものだからそういうことに気が

つかないで、バブルに浮かれてし

まった。

大崎	 それは決して金融機関とか

金融業だけの話じゃなくて、日本社

会全体が、ある意味、モデルを失っ

て、新しい方向性をうまくつくり出

せなかった、ということなんでしょ

うね。

　そういう意味では、アジア諸国

も、日本とそんなに違わないという
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力を維持していると言えるのだろ
うか。真の国際競争力とは何か、早
稲田大学の西村教授に語っていた
だいた。

中国はその4000年の歴史の中で

何度も握ったことがあります。世界

史上、最も長く覇権を掌握していた

あの中国人が、英語で仕事をしなけ

ればいけない、ということに我慢が

できるのかなと。

大崎	 すなわち、ある段階から独自

性を追求し始める可能性がある、と

いうことですね。

大崎	 中国発グローバルスタンダー

ドがいずれ出てくるというお話は非

常に興味深いものだと思いますが、

幾つか気になる点があります。

　まず、それが具体的にどのような

ものになるかはまだわからないと思

いますので、それはさて置くとして

も、ひとつは、仮に中国発のスタン

ダードが実際に姿をあらわした時

に、日本人が果たしてそれに適合で

きるのかどうか。特に、近年の日中

関係がぎくしゃくしていたり、日本

しまった。日本型脱亜入欧路線が

おかしいみたいだということで、

次にとったのが直接
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欧米に学ぼう

ということです。日本の脱亜入欧

路線は駄目だったから「自分で考

えよう」というところにはまだ

至っていないんです。

　しかし、中国が少なくとも経済的

には第一の経済大国になり、アジア

の発展、成長力が世界の中でも最も

高い地域になったとすると、そこで

単なる脱亜入欧路線で我慢できるか

なという気はします。

大崎	 むしろ、自分たち独自のもの

を見せたくなるというか、出したく

なるというか。

西村	 ええ。日本は80年ごろ、

「ジャパンアズナンバーワン」とお

だてられたせいもあって、何か自分

流のやり方を世界に提示できないか

な、ということを考えた。しかし、

結果的に、できなかったんですね。

　グローバルスタンダードという意

味では、日本は2000年の歴史で

握ったことはありません。しかし、

か、やっぱり欧米モデルを追いかけ

ているように見えます。例えば韓国

は、欧米モデルを追いつつ、その手

前の目標として日本を追いかけてい

るように見えます。そのあたりはど

う見ておられますか。もっと、アジ

アのほかの国は、日本にない「アジ

ア・モデル」みたいなものを追求す

るだけの底力があるとご覧になって

いますか。

西村	 70年代から80年代は、日

本が一番輝いていた時代でしたか

ら、マハティールさんの「Look	

East（日本に学べ）」に代表される

ように、韓国、台湾はもちろんの

こと中国でさえ、90年代の初め

ころまでは、「日本モデルがわれわ

れのモデル」ということで、「日本

的経営」とか「日本的な何々」が

流行しました。日本人も「もし何

かあったら、どうぞ聞いてくださ

い」みたいな感じで、自信を持っ

ていたわけです。

　ところが、その雁
がん

行
こう

隊形の先頭

を切っていた日本が怪しくなって

中国発
グローバルスタンダード
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アジアの力なくして、日本の金融
市場の国際化は成り立たないので
はないかと思います。

人の中に、一種妙な敵意を持つよう

な傾向があったりするのを見るにつ

けても、果たしてそこにうまく入っ

ていけるのかというのが気になりま

す。もうひとつは、欧米の人たちは

それに対してどんな態度を取るんだ

ろうかというのが気になります。そ

の辺はいかがでしょうか。

西村	 私もそれが非常に気になる

んです。日本人は、江戸時代までは

中国文明・中国人というものに対し

て大変な敬意を払っていました。大

体、漢文が書けないような人は文化

人・教養人として見られていなかっ

たわけです。

　ところが、幕末から明治にかけ

て、一転してしまった。日本人はこ

の100年近く、「われこそ傑出した

アジアのリーダーなんだ」という意

識で頑張ってきた。そして、更に

「世界のリーダーシップを握れるか

もしれない」と思ったところで、つ

まずいてしまった。

　大きな挫折感を味わっているとこ

ろに、中国に追い抜かれてしまっ

た。世界の国々も、「アジアのリー

ダーは日本というよりも中国だ」と

考えだしたみたいだというので、日

本人全体がすごく焦っているわけで

す。嫌中感情というのは、そういう

日本人の焦りというのか、失望感と

裏返しになっている面があって、と

ても厄介な感情なんです。私は、こ

大崎	 アジアの国の中で先駆けて近

代化に成功したという実績を生かす

には、日本にはどのような道がある

のでしょうか？	

西村	 東京は、「ニューヨーク、ロ

ンドンと並ぶ世界３大金融市場の一

つになる」ということを掲げていま

した。

　しかし、考えてみると、ロンドン

だってイギリスの国力を背景に成り

立っているわけではありません。英

語を基盤にして覇権国アメリカと手

を組み、ヨーロッパ大陸も引き込ん

で、ロンドンという場所を貸して発

展しているわけです。そういう意味

では、「ウィンブルドン現象」とい

うのはよく言ったものだと思うけれ

ども、ウィンブルドンになるだけの

力をロンドンは持っていたというこ

ともいえるわけです。

　だとすると、東京は、欧米にお

けるロンドンの立ち位置をもっと

意識したほうがいいと思います。

東京は日本を代表しているのでは

なくて、アジアの力をベースにし

れからの日本の針路を決める上で最

も大きな障害というか問題点になる

んじゃないかと思っています。

　しかし、今置かれている状況を冷

静に判断し、そういうものを克服し

ていかなければいけないわけです。

大崎	 欧米人にもやや日本の対中

観と似たようなものを感じます

が、そこはどうでしょう。むし

ろ、時代が変われば、欧米は中国

発グローバルスタンダードもそれ

なりにすっと受け止められるとご

覧になっていますか。

西村	 私は、今、日本について言っ

たことと似たようなことがアメリカ

についても言えると思っています。

アメリカは建国して230年くらい

ですよね。

　アメリカの最も発展した20世紀

は、中国にとっては失われた世紀

だったわけです。だから、アメリカ

から見ると、中国は大国あるいは文

明国としてのイメージがわきにくい

ということはあるかもしれない。

　対中国観という意味では、世界の

中で日本が一番極端、その次がアメ

リカが特殊というところはあるのか

もしれないですね。

大崎	 共通点はあるとはいえ、それ

は世界全体から見ると、どちらかと

いうと少数派になってしまうという

ことですね。

３大金融市場における
立ち位置
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て、もっと広いアジアを代表でき

るような方向に向かうことができ

たらいいのではないかと思いま

す。その場合には、日本人はもっ

と中国語ができなければいけない

かもしれない。そういうことも考

えないと、本当の意味での日本の

金融市場の国際化は成り立たない

のではないかという気がします。

大崎	 確かにそうですね。考え方

をちょっと変えてみると、日本人は

漢字が読める、書けるというだけで

も、ほかの国の人よりは有利かもし

れないですよね。

西村	 それはすごく有利です。発

音が難しいとか何とかと言うんだけ

れども、ほどほどに日本流の中国語

の発音で通用するものです。ですか

ら、中国語が国際語になった時に

最大の利益を受けるのは誰なのかと

いったら、日本人なんです。

　日本人はもっと中国語の国際語

化を支援してもいいのだけれど

も、障害になっているのが、この

100年間の日本人の中国に対する

感情です。

大崎	 例えば、最近、野村證券の

インサイダー取引事件がありました

文書はすべて書かれていたというと

ころから見ると、恐らく時宗はアド

バイザーと、たどたどしいかもしれ

ないけれども、中国語で話していた

のではないかなと思います。

　そういう時代が、21世紀、22

世紀になると来るかもしれないとい

う気がしています。

　今の日本の金融界での国際化論、

グローバル化論というのは、脱亜入

欧路線の延長線上にある議論しかな

いように見えます。現実的には、仮

に数字の上では中国のGDPのほう

がアメリカよりも大きくなった段階

でも、運営の原理原則、グローバル

スタンダードというのは、当分、

欧米流のものが世界を支配するとは

思います。しかし、この20年ぐら

いの間に、ものすごく大きな変化が

そこには起こってくるんじゃないの

か。単に20世紀の延長線上で考え

ていたら、判断を間違うし、また日

本のチャンスを失ってしまう可能性

だってあると思います。

大崎	 これまで、日本が欧米流を中

途半端に導入したのが問題だという

思い込みが強かったのですが、先生

のお話を伺って、「さらにその先を

見なさい」ということを学んだよう

に思います。

　本日は、ありがとうございました。

（文中敬称略）

が、一部の報道では中国人社員の犯

行であったことが過度に強調されて

いたように感じます。

西村	 シンガポールで起こったベア

リングス事件は、イギリス人トレー

ダーによる不祥事でしたよね。け

れども、「イギリス人は信用できな

い」といった話は全然出なかった。

大崎	 確かにそうですね。

西村	 私は、そこに日本社会の非常

に大きな問題点があって、21世紀

における日本の針路に非常に大きな

障害になるのではないか、というの

が気になります。

大崎	 逆に、そこさえ克服できれ

ば、むしろ日本のメリットになる可

能性があるわけですよね。

西村	 この100年間ぐらいを除け

ば、それが普通の日本の社会だった

わけです。

　例えば、蒙古来襲の時に、日本の

総理大臣である北條時宗の政治・外

交顧問は誰であったかというと、中

国人です。

大崎	 建長寺の禅僧ですね。

西村	 中国から亡命してきた無學

祖元です。その時代の僧侶は、大

学教授みたいなものです。日本人

は国際社会のことを知らない。世

界のことを知っている人として、

中国人の亡命学者が政治・外交顧

問になっている。その時に、無學

祖元と北條時宗とは何語でしゃ

べっていたのかなと。

大崎	 非常に重要な、微妙なことを

扱っているわけですから、直接しゃ

べっていたはずですよね。

西村	 そう。鎌倉時代までは、少

なくとも、日本の政府の公文書は全

部、漢字、中国語です。外国語で公
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